
      領域 5-1-15 せん妄・意識障害 

                

                                 
                         

 
                                 
                                  
     

 
           
                         

 
                                  
                                  
               

 

                                  
                                   
                                  
     

                          

                                           
             

                              

    
          
   
          
    
          

    
   
         
       

   

    

    

     

    

       

             

            

    

      

                                          
              



 

 

 

 

 

 

 

 



 

                     

                     
                  

                          

                          

                         

                                   

      

                         

                          

             

         

                           
                           
           
         
   
   

                           
                           
                     
       
        
        
       
        
    
            

                             
       

                                                        



■故岡部健医師の遺産「お迎え」体験 

岡部医師は 1978年に東北大学医学部を卒業、呼吸器外科医と 20 年近く活躍されていました。宮城県立が

んセンター時代に一人の患者さんが「治らないのなら、家に帰りたい」と訴えた。その意を汲んで自宅に戻したとこ

ろ、病院では見られない人間的な豊かさの中で患者さんが息を引き取っていきました。その後 1997年 4月の在

宅緩和ケアを専門とする岡部医院を開設されています。看取り数が増え、「お迎え」体験が当たり前のように存在

していることに気が付かれ、遺族調査を開始されます。その報告書には「在宅でのケアを本格的に手掛けるまでに、

私は医師として 20 年近く死を看取ってきたはずであった。しかしその間、私はこのような「お迎え」とそれをめぐる

事象を見逃してきた。そこで反省させられたのは、専門的に医療をやってきたことによって、一種の視野狭窄に陥っ

ていたのではないか、ということであった。医師として専門性をもつ必要があるのはいうまでもない。しかし、私は医

療の視点でしか死をみておらず、視野狭窄をきたしていたのだと考えられた。つまり、患者や死というものをしっか

り観察していたのか、という問いを突き付けられた思いであった。」と自戒を込めて記されています。 

■2007年、2011年、2015年に「お迎え」体験本格調査 

2002 年に岡部医院は「お迎え」体験の１次調査結果をまとめますが岡部医師は不十分と判断されます。人文・

社会学の研究者の協力を仰ぎ 2007 年２次調査、2011 年３次調査と 2015 年４次調査では科学研究費補助

金を受け更なる研究者が参加して調査されました。岡部医師は胃癌のため道半ばの 2012年 9月 27日 62歳

でご逝去されています。その結果が 2020年 4月 24日に岡部医師を看取られた河原正典院長により出版され

ました。 

 


